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募金局からのお願い

　専修大学は2019年に創立140年を迎え
ます。また、石巻専修大学も18年に創立
30年を迎えます。学校法人専修大学で
は、さらなる飛躍と発展を期すため「専

修大学創立140年・石巻専修大学創立30
年記念事業募金」（募集期間５年間）を

設け、広く募集を行っております。

　併せて熊本地震で被災した専修大学及

び石巻専修大学に在籍する学生に対し、

奨学金及び生活支援金等として「被災学

生支援金」も募集しております。

　皆様方の温かいご支援、ご協力を賜り

ますようよろしくお願い申し上げます。

　お申し込み、お問い合わせは「専修大

学募金局」（☎03・3265・3157）へお願
い申し上げます。

　
企
業
の
決
算
が
正
し
い
か

を
調
べ
保
証
す
る
会
計
監
査

の
ほ
か
、
税
務
や
経
営
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
業
務

も
行
う
公
認
会
計
士
と
し
て

46
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
の
流
れ
が
身
に

つ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の

人
と
の
出
会
い
が
あ
る
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
。
意
欲
あ

る
学
生
は
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
」
と
呼
び
か
け
る
。

　
富
山
県
入
善
町
出
身
。
専

修
大
学
卒
業
後
の
１
９
７
１

年
に
米
国
大
手
だ
っ
た
旧
ア

ー
サ
ー
・
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
会

計
事
務
所
の
日

本
事
務
所
に
就

職
し
、
監
査
の

理
念
や
手
法
を

体
系
的
に
学
ん

だ
。
国
内
大
手

監
査
法
人
を
経

て
89
年
独
立
、

ア
ク
タ
ス
会
計

事
務
所
を
開
業

し
た
。

　
同
時
に
、
弁

護

士
、

弁

理

士
、
建
築
士
、

税
理
士
を
そ
ろ

え
た
業
務
提
携
組
織
「
ア
ド

バ
イ
ス
リ
ン
ク
」
を
創
設
。

企
業
経
営
者
の
た
め
の
「
プ

ロ
の
の
れ
ん
街
」
で
、
画
期

的
な
試
み
だ
。
ベ
ン
チ
ャ
ー

育
成
、
新
規
株
式
上
場
（
Ｉ

Ｐ
Ｏ
）、
企
業
の
合
併
買
収

（
Ｍ
＆
Ａ
）、
海
外
投
資
、

事
業
再
生
、
金
融
商
品
な
ど

に
取
り
組
み
、
国
際
化
、
多

様
化
す
る
時
代
に
応
え
た
。

　
国
際
業
務
な
ど
で
米
国
シ

カ
ゴ
と
英
国
ロ
ン
ド
ン
で
通

算
約
４
年
間
の
海
外
生
活
が

あ
る
。「
物
事
を
多
面
的
に

見
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
数
度
の
合
併
を
経
て
育
て

た
太
陽
Ａ
Ｓ
Ｇ
監
査
法
人
パ

ー
ト
ナ
ー
を
２
０
０
９
年
退

任
し
、
現
在
は
ア
ク
タ
ス
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
の
代
表
取
締

役
と
し
て
業
務
を
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
絞
っ
て
い
る
。

　
世
界
に
羽
ば
た
く
会
計
士

を
目
指
し
専
大
商
学
部
へ
特

別
奨
学
生
と
し
て
入
学
。

「
公
認
会
計
士
試
験
へ
の
支

援
に
手
厚
い
」
と
こ
ろ
が
魅

力
だ
っ
た
。
ゼ
ミ
指
導
の
檜

田
信
男
元
教
授
（
監
査
論
）

の
下
で
学
び
、
勉
学
団
体

「
計
修
会
」
で
仲
間
た
ち
と

励
ま
し
合
っ
た
。「
受
験
予

備
校
が
な
い
時
代
。
勉
強
は

試
験
委
員
の
教
授
の
執
筆
本

を
読
み
込
む
こ
と
。
ポ
イ
ン

ト
や
秘ひ

訣け
つ

が
記
さ
れ
た
先
輩

の
『
サ
ブ
ノ
ー
ト
』
に
書
き

加
え
対
策
本
に
し
ま
し
た
」

　
３
年
次
に
合
格
率
約
６
％

の
難
関
旧
公
認
会
計
士
第
二

次
試
験
を
突
破
。「
恩
師
の

教
え
、
先
輩
か
ら
の
𠮟
咤
激

励
、
学
友
と
の
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

…
。
専
大
で
の
体
験
が
血
と

な
り
肉
と
な
り
ま
し
た
」

時代に応え公認会計士46年

ア
ク
タ
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

代
表
取
締
役稲

い

な

村
む

ら

　
榮

え

い

典
て

ん

さ
ん

（
昭
46
商
）

〈
北
海
道
連
合
校
友
会
室
蘭

支
部
総
会
〉

▽
２
月
10
日
（
金
）
18
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
東
室
蘭
駅
か
ら

徒
歩
10
分
「
や
き
と
り
の
一

平
中
島
本
店
」
旴
三
谷
洋
一

氏
☎
０
１
４
３
・
22
・
０
１

５
０
（
社
会
福
祉
法
人
母
恋

内
）

〈
石
巻
支
部
総
会
〉

▽
２
月
11
日
（
土
・
祝
）
17

時
〜
▽
Ｊ
Ｒ
石
巻
駅
か
ら
徒

歩
10
分
「
寿
司
・
割
烹
　
竹

乃
浦
」
旴
尾
崎
由
明
氏
☎
０

２
２
５
・
22
・
５
０
１
９

（
石
巻
専
修
大
学
内
）

〈
行
政
書
士
鳳
会
〉

▽
２
月
17
日
（
金
）
18
時
〜

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
館

８
Ａ
会
議
室
旴
中
尾
聡
氏
☎

03
・
３
２
５
７
・
０
８
２
２

〈
三
三
会
総
会
〉

▽
３
月
５
日
（
日
）
18
時
〜

年
会
費
納
入
の
お
願
い

　
２
０
１
７
年
度
の
校
友
会

年
会
費
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　
振
込
用
紙
の
必
要
な
方
は

校
友
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
年
会
費
納
入
者
に
は
「
ニ

ュ
ー
ス
専
修
」
を
毎
月
、
校

友
会
誌
「
ア
ド
ニ
ス
」
を
年

４
回
お
届
け
し
ま
す
。

 

新
校
友
歓
迎
祝
賀
会 

３
／
22
開
催

　
卒
業
式
終
了
後
、
校
友
会
主
催
の
新
校
友
歓
迎
祝

賀
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
卒
業
生
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
日
時

３
月
22
日
（
水
）
13
時
30
分
（
卒
業
式
の

終
了
時
間
に
よ
っ
て
、
若
干
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
）

▽
会
場

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
館
１
階
中
庭
（
雨

天
時
は
地
下
１
階
学
生
ホ
ー
ル
）

　

住
所
変
更
届
の
お
願
い

　
住
所
が
変
わ
っ
た
方
、
こ

れ
か
ら
変
わ
る
方
、
校
友
会

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の

変
更
も
可
能
で
す
。

※
「
専
修
大
学
校
友
会
　
届

出
変
更
」
で
検
索

校
友
会
事
務
局
連
絡
先

　
年
会
費
納
入
、
住
所
変
更

な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
は
校

友
会
事
務
局
へ
。

【
連
絡
先
】

☎
03
・
３
２
６
５
・
７
５
７

９℻
03
・
３
２
６
５
・
７
０
８

９

E
m
a
i
l
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o
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u
k
a
@
a
c
c
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▽
箱
根
登
山
鉄
道
箱
根
湯
本

駅
か
ら
徒
歩
７
分
「
吉
池
」

旴
今
福
義
幸
氏
☎
03
・
３
２

６
９
・
１
４
３
５

４
人
の
先
輩
が 

山
中
さ
ん
激
励

　
３
月
に
12
回
目
の
防
衛
戦

を
控
え
る
Ｗ
Ｂ
Ｃ
世
界
バ
ン

タ
ム
級
王
者
・
山
中
慎
介
さ

ん
（
平
17
商
、
帝
拳
）
を
会

社
役
員
の
山
口
義
二
さ
ん

（
昭
32
商
経
）
ら
が
激
励
し

た
。

　
激
励
会
は
１
月
18
日
、
都

内
で
開
か
れ
、
山
口
さ
ん
と

同
窓
の
春
日
良
茂
さ
ん
（
昭

32
法
）、
富
山
尚
德
副
理
事

長
、
佐
藤
猛
常
務
理
事
も
参

加
し
た
。

　
現
在
、
日
本
道
路
興
運
㈱

会
長
の
山
口
さ
ん
は
長
年
、

山
中
さ
ん
を
支
援
。「
大
学

の
発
展
に
寄
与
し
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。
山
中
さ
ん
は

「
専
修
大
学
の
た
め
に
も
一

生
懸
命
頑
張
り
た
い
」
と
応

じ
た
。

山口さん（前列左）、春日さん（後列

左）らが山中さん（前列右）を激励

相
川
さ
ん
（
右
）
と

日
髙
理
事
長

越
智
さ
ん
（
前
列
中
央
）
と

法
人
役
員

感
謝
状
を
受
け
る
木
幡

名
誉
教
授
（
右
）

校
友
３
人
に 

感
謝
状
贈
呈 

 

多
額
寄
付

　
学
校
法
人
専
修
大
学
に
多

額
の
寄
付
を
い
た
だ
い
た
相

川
文
雄
さ
ん
（
校
友
会
参
与

・
昭
42
経
営
）、
越
智
好
行

さ
ん
（
校
友
会
顧
問
・
昭
38

商
経
）、
校
友
の
木
幡
文
德

名
誉
教
授
の
３
人
に
日
髙
義

博
理
事
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
た
。

　
授
与
式
は
１
月
13
日
、
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ

た
。
相
川
さ
ん
は
「
寄
付
金

は
教
育
環
境
の
充
実
に
役
立

て
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い

る
。
越
智
さ
ん
は
「
昨
秋
、

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
久

し
ぶ
り
に
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

を
訪
れ
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
様

子
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
に

驚
い
た
。
校
友
と
し
て
大
学

を
も
り
立
て
て
い
き
た
い
」

と
語
る
。
木
幡
名
誉
教
授
は

「
学
生
時
代
か
ら
昨
年
定
年

退
職
す
る
ま
で
52
年
間
も
お

世
話
に
な
り
、
専
修
大
学
に

育
て
ら
れ
た
。
大
学
の
新
た

な
飛
躍
を
応
援
し
た
い
」
と

話
し
た
。

　
人
文
科
学
研
究
所
（
伊
吹

克
己
所
長
）
は
調
査
旅
行
で

滋
賀
、
京
都
、
奈
良
、
三

重
、
愛
知
の
各
県
を
巡
り
、

本
年
度
で
定
年
退
職
さ
れ
る

荒
木
敏
夫
所
員
（
文
学
部
教

授
）
の
案
内
で
奈
良
市
北
辺

の
天
皇
陵
墓
と
飛
鳥
の
地
を

調
査
し
た
。

　
ま
た
、
同
所
員
で
あ
っ
た

故
矢
野
建
一
前
学
長
の
か
つ

て
の
研
究
地
の
一
つ
で
あ
る

三
重
県
桑
名
市
の
多
度
大
社

を
訪
れ
た
。

　
米
原
駅
で
現
地
集
合
し
た

一
行
22
人
は
、
荒
木
所
員
の

案
内
で
滋
賀
県
湖
東
三
山
の

金
剛
輪
寺
、
百
済
寺
な
ど
を

訪
れ
た
後
、
蒲
生
あ
か
ね
古

墳
公
園
の
久
保
田
山
古
墳
と

天
乞
山
古
墳
、
石
山
寺
を
調

査
。
２
日
目
に
は
宇
治
市
の

平
等
院
を
見
学
後
、
奈
良
市

北
辺
の
元
明
・
元
正
天
皇
陵

及
び
聖
武
天
皇
・
光
明
皇
后

陵
を
調
査
し
た
。
そ
の
後
天

理
市
の
石
上
神
宮
を
経
由
し

て
、
飛
鳥
寺
周
辺
を
荒
木
所

員
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
探

重
要
文
化
財
・
石
上
神
宮
の

楼
門
を
熱
心
に
見
学

訪
し
た
。

　
３
日
目
は
三
重
県
に
入

り
、
伊
賀
市
経
由
で
多
度
大

社
に
到
着
し
た
。
６
月
末
の

大
学
主
催
「
矢
野
学
長
お
別

れ
の
会
」
で
荒
木
所
員
が
あ

い
さ
つ
で
言
及
し
た
神
仏
習

合
を
示
す
史
料
「
多
度
神
宮

寺
伽
藍
縁
起
並
資
財
帳
」
は

多
度
大
社
に
保
管
さ
れ
て
お

り
、
故
矢
野
所
員
も
大
学
院

生
時
代
に
こ
の
史
料
に
直
接

触
れ
、
成
果
を
『
地
方
史
研

究
』
に
掲
載
し
た
が
、
今

回
、
愛
知
教
育
大
学
特
別
教

授
の
西
宮
秀
紀
氏
を
講
師
に

招
き
、
故
人
の
研
究
の
意
義

に
つ
い
て
現
地
で
直
接
報
告

を
受
け
た
。

　
西
宮
氏
は
10
月
に
開
催
さ

れ
た
「
矢
野
建
一
元
学
長
の

学
問
と
教
育
を
語
る
会
」
で

も
講
師
も
務
め
、
故
人
と
は

親
し
い
研
究
仲
間
。
最
後
に

多
度
大
社
宮
司
で
本
学
校
友

の
塚
原
徳
生
氏
（
昭
53
文
）

と
歓
談
の
ひ
と
と
き
を
持
っ

た
。

　
人
文
科
学
研
究
所
で
は
、

毎
年
総
合
研
究
の
一
環
と
し

て
国
内
外
の
調
査
旅
行
を
行

っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
イ
ン

ド
に
５
回
を
は
じ
め
シ
リ

ア
、
ト
ル
コ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
シ
チ
リ
ア
や
ポ
ー
ラ
ン

ド
な
ど
で
現
地
調
査
を
行
っ

て
き
た
。

　
昨
年
度
は
ロ
シ
ア
を
訪
問

し
、
実
地
調
査
と
モ
ス
ク
ワ

大
学
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ

ル
ク
大
学
で
教
員
と
の
交
流

の
時
間
を
持
っ
た
。

　
調
査
旅
行
で
の
研
究
成
果

は
、『
人
文
科
学
研
究
所
月

報
』
特
集
号
で
毎
年
発
表
し

て
い
る
。

（
堀
江
洋
文
経
済
学
部
教
授

人
文
科
学
研
究
所
）

奈
良
の
天
皇
陵
も

 

人
文
研
調
査
旅
行

矢
野
前
学
長
ゆ
か
り
の
多
度
大
社
訪
問

多度大社の境内で西宮氏（左から３人目）

の説明を受ける一行


